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　4月から、筑紫交通安全協会の指導のもと、市内小学校の新1年生を対象
に、「交通安全教室」が行われています。
　新1年生は、交通ルールなどを学んだ後、実際の道路に出て横断歩道の渡
り方を練習。きちんと手を挙げ、左右を確認してから元気に道路を横断して
いました。
　登下校時に使う道路で実際に練習したことで、交通ルールをより身近に、
正しく身に付けることができたようです。　　（写真は須玖小学校での様子）

今号の表紙

筑紫交通安全協会「交通安全教室」
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　案内は、主に40歳以上の人
と、39歳以下で過去5年間に
市民健康診査を受診した人に
送付しています。
　その他の対象者で受診を希
望する人は、市健康課に問い
合わせてください。

平
成
23
年
度

市
民
健
康
診
査
健
康
診
査

○
一
般
健
康
診
査
対
象
者

▽
20
歳
〜
39
歳（
注
１
）で
、健
診
日
当
日

に
市
内
に
居
住
し
て
い
る
人

▽
生
活
保
護
世
帯
で
20
歳
以
上（
注
１
）の

人

○
特
定
健
康
診
査
対
象
者

40
歳（
注
１
）〜
74
歳（
注
２
）で
、春
日

市
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

○
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
対
象
者

福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入

し
て
い
る
人

※　

特
定
健
康
診
査
、後
期
高
齢
者
健
康

診
査
は
、医
療
保
険
者
が
実
施
す
る
よ

う
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

が
ん
検
診
な
ど

20
歳
以
上（
注
１
）で
、健
診
日
当
日
に
市

内
に
居
住
し
て
い
る
人

※　
年
齢
に
よ
っ
て
は
受
診
で
き
な
い
検
診

項
目
が
あ
り
ま
す
。「
健
診（
検
診
）の
内
容

と
料
金
」（
左
表
）で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

注
１　
平
成
24
年
３
月
31
日
現
在
の
年
齢

注
２　
受
診
日
現
在
の
年
齢

市
民
健
康
診
査
の
対
象
者

あなたが受けることができる健康診査を確認しましょう

注3　昭和11年6月2日～12年3月1日生まれの人は誕生日の前日まで、
　昭和12年3月2日～同年3月31日生まれの人は平成24年2月29日まで、
　市が行う特定健康診査の受診対象になります。

市が実施する
「一般健康診査」
※　職場で健診を受けることが
　できない人が主な対象者です。

市が実施する
「特定健康診査」

加入先の医療保険者が
実施する「特定健康診査」
※　保険証記載の保険者に問い
　合わせてください。

福岡県後期高齢者医療
広域連合が実施する
「後期高齢者健康診査」
※　市の集団健診で受診できます。

国民健康保険
春日市が発行している
国民健康保険被保険者証

国民健康保険以外
○○健康保険組合
△△共済組合など

20～39歳
昭和47年4月1日～
平成4年3月31日生まれ

40～74歳
昭和12年4月1日～
47年3月31日生まれ

75歳以上
昭和12年3月31日
以前生まれ（注3）

あ
な
た
の
年
齢
は
？

あ
な
た
の
医
療
保
険

  （
保
険
証
の
名
称
）は
？

※　例外もありますので、上記の「市民健康診査の対象者」と併せて
　確認してください。

実
施
期
間　

　
６
月
１
日
㈬
〜
平
成
24
年
２
月
29
日
㈬

　
６
月
か
ら
、平
成
23
年
度
の
市
民
健
康
診
査
が

始
ま
り
ま
す
。

　
健
診
対
象
者
に
は
、５
月
下
旬
に「
市
民
健
康

診
査
の
ご
案
内
」を
郵
送
し
ま
す
。

　
積
極
的
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

平
成
23
年
度

市
民
健
康
診
査
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健診の種類 区分 料金
集団 個別

健
康
診
査

一般健康診査
20 〜 39歳 5800円

非課税世帯 20 〜 39歳 1000円

特定健康診査
40 〜 69歳 1000円
70 〜 74歳 500円

後期高齢者健康診査 受診日現在75歳以上 500円

が
ん
検
診

胃がん検診
20 〜 39歳 1800円
40 〜 69歳 1200円
70歳以上 無料

結核・肺がん検診

レントゲンのみ
20 〜 39歳 200円
40 〜 69歳 100円
70歳以上 無料

レントゲン・喀
かくたん

痰
（喀痰検査は肺がん検診
を受けた人のうち、医師が
必要と認めた人が対象）

20 〜 39歳 1900円
40 〜 69歳 1800円
70歳以上 無料

大腸がん検診
20 〜 39歳 600円
40 〜 69歳 400円
70歳以上 無料

子宮頸
けい

がん検診
20 〜 69歳 900円
70歳以上 無料

乳がん検診

視診・触診
20 〜 69歳 600円
70歳以上 無料

視診・触診・
マンモグラフィー

40 〜 49歳 2200円
50 〜 69歳 1500円
70歳以上 無料

前立腺がん検診 50歳以上の男性 1500円

そ
の
他

骨粗しょう症
40・45・50・55・60・65歳の女性 1900円

70歳の女性 無料
腹部超音波（エコー）検査 20歳以上 3800円

種類 無料の対象になる生年月日

子
宮
頸
が
ん
検
診

平成  2年4月2日〜平成  3年4月1日
昭和60年4月2日〜昭和61年4月1日
昭和55年4月2日〜昭和56年4月1日
昭和50年4月2日〜昭和51年4月1日
昭和45年4月2日〜昭和46年4月1日

大
腸
が
ん・乳
が
ん
検
診

昭和45年4月2日〜昭和46年4月1日
昭和40年4月2日〜昭和41年4月1日
昭和35年4月2日〜昭和36年4月1日
昭和30年4月2日〜昭和31年4月1日
昭和25年4月2日〜昭和26年4月1日

▶70歳以上の人、一定の障がいがある65歳
以上74歳以下の人で後期高齢者医療制度
の対象となっている人、市民税非課税世
帯の人は、健康診査、腹部超音波検査、前
立腺がん検診以外は無料です。

▶生活保護世帯の人は腹部超音波検査、前
立腺がん検診以外は無料です。

▶胃がん検診、喀痰検査（肺がん検診の追加
項目）、腹部超音波検査、骨粗しょう症検
診は集団健診のみ受診可能です。

▶市では、特定年齢の市民（別表）を対象と
して、大腸がん検診を無料で行います。

　また、国の補助事業として、特定年齢の女
性（別表）を対象とした子宮頸がん・乳が
んの無料クーポン検診を実施します。対
象者には別途通知します。

健診（検診）の内容と料金

■別表

健診方法
集団健診 個別健診

どんな健診？ いきいきプラザで受ける健診 市指定の病医院で、個別に受ける健診

受診方法

　「市民健康診査のご案内」に同封している「集団
健診申込ハガキ」で事前に申し込んでください。
　定員があるため、申し込みの際には第5希望ま
で記入し、早めに申し込んでください。
　申し込み後、定員を超える場合は抽選で健診日
を決定し、後日、申込者全員に受診日決定のお知
らせを郵送します。

必ず事前に病医院に予約をしてから受診してく
ださい。

健診結果通知 健診の約1カ月後に個人宛てに通知します。 医師が直接説明します。

持参する物

受診日決定のおしらせ 個別健診受診券（市民健康診査のご案内に同封）
【特定健康診査受診者】
春日市国民健康保険被保険者証、特定健康診査受診券（「市民健康診査のご案内」に同封）
【後期高齢者健康診査受診者】
後期高齢者医療被保険者証、後期高齢者健康診査受診票（福岡県後期高齢者医療広域連合から4月下
旬頃送付済み）

問い合わせ先　健康課 健康増進担当　☎（501）1134　 （501）0051
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日
本
は
世
界
で
も
長
寿
国（
女
性
第
１
位・男
性
第
５
位
）で
す
。

し
か
し
、心
も
体
も
元
気
で
充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
し
て
い
る
か

と
問
わ
れ
る
と
、自
信
が
な
い
と
い
う
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

寝
た
き
り
に
な
っ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、今
で
き
る
事
か
ら

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

〜
心
と
体
の
元
気
づ
く
り
を
始
め
よ
う
〜

　
春
日
市
で
は
、よ
り
多
く
の
高
齢
者
に
楽
し
く

介
護
予
防
に
取
り
組
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
、さ
ま
ざ
ま
な「
介
護
予
防 

若
返
り
教
室
」を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
市
が
高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
心
身
状
況
や
生
活
状

況
を
確
認
し
、一
人
一
人
に
合
っ
た
健
康
と
福
祉

の
ア
ド
バ
イ
ス
や
情
報
提
供
を
行
い
、ま
た
相
談

事
業
の
充
実
を
目
指
し
て
い
く
た
め
に
、今
回「
介

護
予
防
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」を
行
い
ま

す
。

　
回
答
を
返
送
し
た
人
に
は
、ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

に
応
じ
て
、市
が
実
施
し
て
い
る
事
業
の
案
内
を

含
め
た「
個
人
結
果
ア
ド
バ
イ
ス
票
」を
８
月
末
頃

に
送
付
し
ま
す
。今
後
の
あ
な
た
の
生
活
改
善
、体

力
向
上
な
ど
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者　
平
成
23
年
４
月
１
日
現
在
、市
内
に
居

住
す
る
70
歳
以
上
の
人

送
付
時
期　
５
月
下
旬

調
査
票
の
内
容　
足
腰
の
筋
力
に
関
す
る
運
動
器

項
目
、栄
養
関
係
項
目
、飲
み
込
み
な
ど

の
口こ

う
く
う腔
機
能
項
目
、外
出
の
頻
度
、物
忘

れ
や
心
の
健
康
に
関
す
る
項
目
な
ど

回
収
方
法　
６
月
30
日
㈭
ま
で
に
、同
封
す
る
封

筒
で
返
送
す
る

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

「
介
護
予
防
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」

❶最近、よく
　つまずくようになった

❷家の中や外出先で
　転んでしまった
　（運動器の機能低下）

❸転ぶのが怖くて
　外出しなくなった
　（閉じこもりの状態）

❹動かないので
　食欲もわかず
　欠食するように
　なった（低栄養の状態）

❻ついには、寝たきり…

❶最近、よく
　つまずくようになった

❷家の中や外出先で
　転んでしまった
　（運動器の機能低下）

❸転ぶのが怖くて
　外出しなくなった
　（閉じこもりの状態）

❹動かないので
　食欲もわかず
　欠食するように
　なった（低栄養の状態）

❺ますます筋力が
　低下。立つことも
　ままならない状態に
　（生活機能の低下）

❺ますます筋力が
　低下。立つことも
　ままならない状態に
　（生活機能の低下）

❻ついには、寝たきり…

老化の
サイン

▶▶ ▶▶

▶
▶

▶▶▶

▶▶▶

問
い
合
わ
せ
先　
健
康
課 

介
護
予
防
担
当

　
　
☎（
５
０
１
）１
１
３
４

　
　

（
５
０
１
）０
０
５
１

長
寿
国
、日
本

　
２
０
０
０
年
に
17
％
だ
っ
た

高
齢
化
率
が
、２
０
１
５
年
に
は

25
％
と
な
り
、２
０
２
５
年
に

は
３・
５
人
に
１
人
が
高
齢
者

と
い
う
時
代
が
訪
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
、「
元
気
な
高
齢
者
を

増
や
そ
う
」と
い
う
目
的
で
、平

成
18
年
の
介
護
保
険
法
改
正
に

お
い
て「
介
護
予
防
」が
導
入
さ

れ
、高
齢
者
は「
病
気
」だ
け
で

な
く「
加
齢
に
よ
る
心
身
機
能
の

衰
え
」に
つ
い
て
も
積
極
的
に

予
防・
改
善
に
努
め
る
よ
う
に

示
さ
れ
ま
し
た
。

悪
循
環
を
断
ち
切
る
た
め
に

　
「
体
の
あ
ち
こ
ち
が
痛
い
」「
歩

く
の
が
き
つ
い
」「
外
に
出
か
け

た
り
、人
と
話
し
た
り
す
る
の
が

お
っ
く
う
」「
自
分
の
仕
事
や
役

割
が
な
く
人
任
せ
」な
ど
と
い
う

人
は
、寝
た
き
り
や
認
知
症
に

な
る
危
険
信
号
が
か
な
り
高
い

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
老
化
の
さ
ま
ざ
ま
な
サ
イ
ン

を
感
じ
た
ら
、「
歳
だ
か
ら
仕
方

が
な
い
」と
否
定
的
に
捉
え
る

の
で
は
な
く
、「
自
分
の
生
活
の

質
を
損
な
わ
な
い
よ
う
に
今
か

ら
頑
張
っ
て
い
こ
う
」と
前
向

き
に
考
え
、積
極
的
に
介
護
予

防
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

介護予防で悪循環を
断ち切りましょう！

元
気
に
歳
を
重
ね
る
た
め
に

元
気
に
歳
を
重
ね
る
た
め
に

元
気
に
歳
を
重
ね
る
た
め
に
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問い合わせ先　福祉計画課 地域福祉担当　☎（584）1111　 （584）3090

春日市地域福祉計画
﹁春日市地域しあわせプラン2011﹂策定

　春日市では、平成18年3月に「春日市地域福祉計画・春日市地域しあわせプラン」
を策定し、地域福祉を推進してきました。
　これまでの計画の進捗状況と、市民の地域福祉に関する意識やサービスニーズ
などの検証結果を踏まえつつ、地域住民と行政が協働しながら、「すべての市民が
生涯を通して生き生きと、自分らしく、安心して暮らせる地域づくり」を進め、地域
に暮らす一人一人が積極的に地域づくりに関わっていくための指針となるべき計
画として、平成23年度からの新たな「春日市地域福祉計画」を策定しました。

計画の基本理念 みんなで支え合う誰にも優しいまち かすが
　この計画では、第5次春日市総合計画における「まちづくりの基本視点」やまちづくりの
テーマ「一人一人の住みよさを実現する」にのっとり、行政や社会福祉事業者のみならず、地域
住民一人一人が地域の生活課題に主体的に関わり、サービスの担い手としても参画していく
協働のまちづくりによって、「みんなで支え合う誰にも優しいまち かすが」の実現を目指しま
す。

①顔の見える支え合いの
まちづくり　　　　

②利用者に合った必要な
　サービスが受けられる

まちづくり　　　　

③健やかにいきいきと
　暮らせるまちづくり

④安全・安心・快適に　
　暮らせるまちづくり

み
ん
な
で
支
え
合
う
誰
に
も
優
し
い
ま
ち 

か
す
が

★計画の体系★
基本理念 基本目標 基本目標達成のための取り組み

① 緊急時・災害時の助け合いのしくみづくり
② 地域における見守り・防犯活動の促進
③ ユニバーサルデザイン（※2）のまちづくり
④ 生活環境の保全

① 地域における健康づくり・介護予防の促進
② 生きがい活動の促進

※1　バリアフリー【Barrier free】：もともとは建築用語で「バリア（障壁）」を「フリー（除去）」、つまり障壁となるものを取り除き、
生活しやすくすることを意味する。建物内の段差など、物理的な障壁の除去という意味合いから、最近では高齢者、障がい者などの
社会参加を困難にしている社会的、制度的、心理的なバリアも含め、あらゆる障壁を除去することを意味するようになっている。

※2　ユニバーサルデザイン【Universal Design】：年齢、性別、国籍、個人の能力にかかわらず、はじめからできるだけ多くの人が利
用可能なように、利用者本位、人間本位の考え方に立ってデザインすること。

① きめ細かな情報提供・相談支援体制づくり
② 地域のニーズに対応したサービス基礎の整備
③ 適切なサービス利用の促進

① 地域福祉の意識づくり
② 地域における交流・ふれあいの促進
③ 地域における支え合いの強化
④ 心のバリアフリー（※1）の促進
⑤ ボランティア活動の促進
⑥ 地域における子育て支援の促進
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平成23年度第8期会員募集

市では、「かすが市民懇話会」第８期の会員を募集します。
　「かすが市民懇話会」は、生活者の視点からの意見を
市政に生かし、よりよい春日市を目指すため、
打ち解けた雰囲気の中でのグループ懇話や
市長との意見交換を行っています。
　皆さんも懇話会の会員となって、
日頃から感じていることについて

話し合ってみませんか。

■平成22年度の活動
回 活動状況
第1回 依頼書交付、自己紹介、活動方針の協議

第2回

懇
話
テ
ー
マ

教育問題について
市
か
ら
の
講
話

コミュニティ・スクールについて

第3回 春日市を元気にするために（問題抽出） ー

第4回 春日市を元気にするために（問題解決） ー

臨時会 読書のまちづくりについて 図書館見学・市民読書支援事業（案）について

第5回 福祉について 福祉について、市民にできること

第6回 「白水大池公園星の館」の見学・1年間の活動のまとめ（5月下旬予定）

活
動
内
容

　

懇
話
会
の
活
動
は
、会
員
の
皆
さ
ん
に

よ
っ
て
主
体
的
に
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
22
年
度
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
は
左

表
の
と
お
り
で
す
。

応
募
要
領

対
象　
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤・
通
学
す
る

18
歳
以
上
の
人

活
動
期
間　
７
月
１
日
〜
平
成
24
年
６
月
30
日

（
２
年
間
）

会
議
日
程　
２
カ
月
に
１
回（
年
６
回
）

午
後
７
時
〜
９
時

募
集
人
員　
10
人（
書
類
選
考
に
よ
り
決
定
）

応
募
方
法　
６
月
10
日
㈮（
消
印
有
効
）ま
で

に
、所
定
の
申
込
用
紙
に
住
所
、氏
名
、

年
齢
、性
別
、電
話
番
号
、自
己
紹
介
と

希
望
動
機
を
書
い
て
提
出
す
る（
郵
送

可
）

※　
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

応
募
用
紙
設
置
場
所

▽
市
役
所（
ロ
ビ
ー
ま
た
は
行
政
管
理
課（
市
役

所
５
階
））

▽
各
地
区
公
民
館（
５
月
中
頃
か
ら
）

▽
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（

http://w
w
w
.city.

kasuga.fukuoka.jp

）

そ
の
他

▽
選
考
結
果
は
、６
月
下
旬
ま
で
に
郵
送
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
報
酬
や
交
通
費
な
ど
の
支
給
は
あ
り
ま
せ

ん
。

応
募・問
い
合
わ
せ
先　
行
政
管
理
課
行
政
管

理
担
当（
〒
816
ー
８
５
０
１
春
日
市
役

所
）

（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）１
１
０
９

gyoukan@
city.kasuga.fukuoka.jp

かすが市民懇話会



public infomation from KASUGA city
市からの

お知らせ
　「市からのお知らせ」をはじめ、市報に掲載した記事は、市報の
発行日（毎月1日と15日）以降、市ホームページの「お知らせ」にも
載せます。
　そのほか、市報に掲載していない情報もありますので、ぜひ利
用してください。
市ホームページアドレス　http://www.city.kasuga.fukuoka.jp
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市
民
課
で
は
、各
種
証
明
書
を
発
行
し
て
い
ま
す
。申
請
の
際
に

は
、左
表
に
挙
げ
る
も
の
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、西
出
張
所
は
土
・
日
曜
日
、祝
日
も
開
庁
し
て
い
ま
す（
年
末

年
始
を
除
く
）。た
だ
し
、土
・
日
曜
日
、祝
日
は
住
民
票
と
印
鑑
登
録

証
明
書
の
発
行
の
み
で
す
。

申
請
場
所

▽
市
民
課（
市
役
所
１
階
）

▽
西
出
張
所（
昇
町
１
ー
１
２
０
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
内
）

各種証明書の申請手続き
確認してください

市民課 　 （584）1111 （584）1141

申請者 必要な物 手数料

住民票

本人、
同じ住所に住む人 本人確認書類（※1）

300円
上記以外の人 委任状、本人確認書類

印鑑登録証明書
本人 印鑑登録証

300円
本人以外 印鑑登録証、代理人の認印、本人

確認書類（市外在住者の場合）

戸籍謄（抄）本・
除籍・改製原戸籍・
附票（※2）

本人、同じ戸籍に同籍
している人、直系血族 本人確認書類 ▷戸籍謄（抄）本　450円

▷除籍・改製原戸籍　750円
▷附票　300円上記以外の人 委任状、本人確認書類

戸籍の
身分証明書（※2）

本人 本人確認書類
300円

本人以外 委任状、本人確認書類
※1　本人確認書類は、官公庁が発行した顔写真つきの証明書（運転免許証や旅券など）で、有効期限内のもの

に限ります。ない場合は、健康保険証や年金手帳など、氏名が確認できるものを２つ以上持ってきてください。
※2　戸籍の証明書は、本籍地の市区町村でのみ発行できます。本籍が春日市以外の人は、本籍地の市区町村で

申請してください。

■各種証明書発行手続き

第
２
次
環
境
基
本
計
画

　

市
は
、平
成
23
年
度
か
ら
32
年
度
ま
で
を
計
画
期

間
と
す
る「
第
２
次
環
境
基
本
計
画
」を
策
定
し
ま
し

た
。こ
の
計
画
は
、春
日
市
の
環
境
特
性
を
踏
ま
え
、

目
指
す
環
境
都
市
像
、長
期
的
目
標
を
掲
げ
る
と
と

も
に
、こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
や
進
行
管

理
な
ど
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、基
本
計
画
の
温
暖
化
対
策
に
お
け
る
実
行

計
画
と
し
て
、「
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
・
エ
コ

オ
フ
ィ
ス
プ
ラ
ン
か
す
が
」を
併
せ
て
策
定
し
ま
し

た
。こ
れ
ら
の
計
画
は
、環
境
に
対
す
る
負
荷
を
軽
減

し
、低
炭
素
化
の
推
進
を
目
標
に
掲
げ
、市
域
全
体
お

よ
び
市
公
共
施
設
全
体
で
そ
れ
ぞ
れ
取
り
組
む
内
容

を
定
め
て
い
ま
す
。

一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画

　

市
は
、一
般
廃
棄
物
の
収
集
・
運
搬
・
処
分
な
ど
の

あ
り
方
お
よ
び
循
環
型
社
会
を
構
築
す
る
た
め
の
必

要
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
定
め
た「
一
般
廃
棄
物
処

理
基
本
計
画
」を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
は
、平
成
18
年
度
か
ら
27
年
度
ま
で
を

計
画
期
間
と
し
て
い
ま
す
が
、策
定
後
５
年
を
経
過

し
た
こ
と
か
ら
、実
態
に
即
し
た
も
の
と
し
、さ
ら
な

る
環
境
へ
の
負
荷
低
減
を
図
る
た
め
に
見
直
し
ま
し

た
。

※　

こ
れ
ら
の
計
画
は
、情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー（
市
役

所
２
階
）や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

第2次環境基本計画／一般廃棄物処理基本計画
公表しています

環境課 環境計画担当 　 （584）1111 （584）1147
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春
の
ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル
と
動
物
愛

護
フ
ェ
ア
を
同
時
開
催
し
ま

す
。

期
日　
６
月
５
日
㈰

※　

雨
天
時
は
動
物
愛
護
フ
ェ
ア
の
み

行
い
ま
す
。

春
の
ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル

１
３
５
の
グ
ル
ー
プ
が
、家
庭
に

眠
る
不
用
品
を
持
ち
寄
り
、必
要
な

人
に
安
価
で
譲
り
ま
す
。

環
境
に
や
さ
し
い
リ
ユ
ー
ス（
再

使
用
）の
輪
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
２
時

場
所　
市
役
所
市
民
駐
車
場

※　

今
回
か
ら
開
始
時
間
を
午
前
９

時
に
変
更
し
て
い
ま
す
。開
始
前

（
商
品
の
搬
入
時
）は
、車
の
出
入

り
が
多
く
大
変
危
険
で
す
の
で
、

開
始
時
間
に
合
わ
せ
て
来
場
し
て

く
だ
さ
い
。

動
物
愛
護
フ
ェ
ア

動
物
は
単
に
ペ
ッ
ト
と
し
て
で
は

な
く
、家
族
同
様「
か
け
が
え
の
な
い

存
在
」と
な
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

そ
の
一
方
で
、飼
い
主
の
モ
ラ
ル
が

問
わ
れ
る
問
題
も
多
く
出
て
き
て
い

ま
す
。ま
た
、捨
て
ネ
コ
や
動
物
に
対

す
る
虐
待
事
件
も
市
内
で
起
き
て
い

ま
す
。

動
物
の
愛
護
と
適
正
な
飼
い

方
、マ
ナ
ー
向
上
に
つ
い
て
、こ
の

機
会
に
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル

内
容　
啓
発
パ
ネ
ル
、犬
・
ネ
コ
の
ポ

ス
タ
ー
や
写
真
の
展
示
、紙

芝
居
、ビ
デ
オ
の
上
映
、ぬ
り

え
、犬
・
ネ
コ
名
札
作
成（
プ

ラ
バ
ン
）、動
物
ク
イ
ズ
な
ど

春のガレージセール・動物愛護フェア
環境や動物愛護について考えてみませんか

春日市自治会連合会（ごみ減量推進課内）／環境課 　 （584）1111 （584）1147

注意事項
▷当日は、徒歩や自転車、公共交通
機関を利用しましょう。やむを
得ず車を利用する場合は、春日
原小学校（春日原南町4ｰ37ｰ1）
に駐車してください。

▷レジ袋削減のためにも、マイ
バッグや風呂敷を持参しま
しょう。

▷商品に対するトラブルや盗難、
事故などについては当事者間
で解決してください。市や同連
合会は一切責任を負いません。

▷ごみは必ず持ち帰りましょう。

　6月の歯の衛生週間に合わせて、「歯を守る集い」を開催
します。
　入場は無料です。ぜひ来場してください。
日時　6月5日㈰　午前9時〜午後1時（受付：〜午後0時30分）
※　昨年と開催時間を変更しています。
場所　いきいきプラザ（昇町1ｰ120）
イベント内容
▷歯・口の健康についての図画ポスター、標語の展示と表彰
▷クイズラリー
▷おたのしみコーナー（中学生以下プレゼントあり）
▷お薬屋さんの楽しいコーナー（アルコールパッチテスト、
おもちゃくじ引き大会、薬草茶試飲）
▷歯科技工士さんに手形を作ってもらおう（小学生まで・
100個限定（受付：〜午前11時））
▷おもしろ消しゴムプレゼント（小学生まで）
▷歯に良いおやつ試食コーナー
▷かんで元気！「歯の数と食べもの」クイズ

▷だ液検査コーナー（150人限定）
▷ブラッシング指導コーナー
▷かむ力を測ってみよう
▷プラークを顕微鏡でみてみよう
▷何でも健康相談コーナー（生活習慣病、お薬、栄養、歯科相
談など）
▷おやつ作り体験
▷かみかみセンサーを使った食育体験
▷自分で指の模型を作ってみよう（30人限定）
問い合わせ先
▷筑紫歯科医師会
　 （572）8211
▷市健康課健康増進担当
　 （501）1134　
　 （501）0051

第34回歯を守る集い「食と健口づくりフェスタ2011」
〜しっかりかんで健康に、一口30回（SKK30）〜

△日本歯科医師会PRキャラクター
　「よ防さん」
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子
育
て
中
の
保
護
者
が
、図
書
館
で

ゆ
っ
く
り
と
本
を
選
び
、読
書
が
で

き
る
よ
う
に
託
児
を
行
う「
パ
パ
・
マ
マ
の
読

書
タ
イ
ム
事
業
」が
始
ま
り
ま
す
。

　

託
児
は
、フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
か
す
が
の「
ま
か
せ
て
会
員
」が
行
い
ま

す
。

　

ゆ
っ
く
り
と
読
書
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。

対
象　
３
カ
月（
首
が
据
わ
っ
た
子
ど
も
）〜

就
学
前
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

日
時　
６
月
８
日
㈬

　
　
　

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

場
所　
市
民
図
書
館（
大
谷
６
ー
24
）

定
員　
５
組（
申
込
先
着
順
）

託
児　
子
ど
も
１
人
当
た
り
５
０
０
円

申
込
方
法　

５
月
16
日
㈪
〜
６
月
１
日
㈬

に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
、保
護
者
と
子
ど
も
の
名

前
、子
ど
も
の
生
年
月
日
、電
話
番
号

を
伝
え
る

申
込
先　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

kosodate@
city.kasuga.fukuoka.jp

「パパ・ママの読書タイム」事業
最近、本を読んでいますか？

子育て支援課 子育て支援担当　 （584）1010 （584）7739

肢
体
不
自
由
の
補
装
具
費
の

支
給
に
つ
い
て
、要
否
判

定
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

費
用
は
無
料
で
す
。

日
時　
５
月
20
日
㈮

　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時

場
所　
大
野
城
市
す
こ
や
か
交
流

プ
ラ
ザ（
大
野
城
市
瓦か
わ
ら
だ田

４
ー
２
ー
１
）

持
っ
て
く
る
物

▽
印
鑑

▽
身
体
障
害
者
手
帳
、戦
傷
病
者

手
帳（
持
っ
て
い
る
人
の
み
）

▽
前
回
支
給
さ
れ
た
補
装
具（
補

装
具
費
再
支
給
の
場
合
）

▽
修
理
が
必
要
な
補
装
具（
補
装

具
修
理
の
場
合
）

※
１　

座
位
保
持
装
置
の
要
否
判

定
な
ど
を
希
望
す
る
人
は
、

事
前
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ

い
。

※
２　

電
動
車
い
す
、重
度
障
害

者
用
意
思
伝
達
装
置
に
つ
い

て
は
、相
談
の
み
で
判
定
は

行
い
ま
せ
ん
。

※
３　

身
体
障
害
者
手
帳
の
診
断

書
作
成
と
補
聴
器
の
要
否
判

定
な
ど
は
行
い
ま
せ
ん
。

身体障がい者・戦傷病者巡回相談
補装具費の支給について

福祉支援課 障がい担当 　 （584）1111 （584）3090

筑紫交通安全協会

新小学生へランドセルカバーを寄贈
　4月6日、今年度小学校に入学する新1年生のために、筑紫地
区交通安全協会からランドセルカバーが寄贈されました。
　このカバーには、車やバイクなどの運転手が遠くからでも
児童を確認できるようにと目立つ黄色が使われています。ま
た、イラストには「無事に帰る」という願いを込めて「カエル」
が採用されています。
　4月12日に市内の各小学校へ入学した子どもたち。その背
中からは、カエルのイラストのランドセルカバーが交通安全
を呼びかけています。

△山
やまもと

本教育長に新小学生へ寄贈するランドセルカバーを手渡す
筑紫交通安全協会の久

ひさづみ

積さんと薙
なぎの

野さん。

〜まちの話題や人の紹介〜



K A S U G A         C I T Y10

白
水
大
池
公
園
星
の
館

５
月
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

　

５
月
は
さ
ま
ざ
ま
な
天
文
現
象
を
観

察
で
き
る
季
節
で
す
。

　

初
心
者
の
皆
さ
ん
も
気
軽
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

　

参
加
は
無
料
で
、申
し
込
み
も
不
要

で
す
。

○
月
・
土
星
を
見
よ
う

日
時　

５
月
20
日
㈮
〜
22
日
㈰

午
後
７
時
〜
９
時（
受
付
：
〜

午
後
８
時
30
分
）

○
春
の
星
座
観
察
会「
春
の
大
三
角
を

さ
が
そ
う
」

日
時　

５
月
27
日
㈮
〜
29
日
㈰　

午
後
７
時
〜
９
時（
受
付
：
〜

午
後
８
時
30
分
）

※　

白
水
大
池
公
園
星
の
館
は
、毎
週

金
・
土
・
日
曜
日
の
午
後
２
時
〜
９
時

が
開
館
日
時
で
す
。来
館
の
際
は
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

春日市役所
☎（584）1111

　 www.city.kasuga.fukuoka.jp

情報ひろば

問
い
合
わ
せ
先　

白
水
大
池
公
園
星
の
館

（
５
５
８
）９
０
９
９（

兼
用
）

６
月
１
日
か
ら
７
日
は

第
53
回
全
国
水
道
週
間

　

春
日
那
珂
川
水
道
企
業
団
は
、全
国

水
道
週
間
に
合
わ
せ
、イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

テ
ー
マ　
「
お
い
し
い
ね
。」い
つ
で
も

水
の
あ
る
暮
ら
し

期
日
・
場
所

▽
６
月
１
日
㈬
・
２
日
㈭

　

春
日
市
役
所

▽
６
月
６
日
㈪
・
７
日
㈫

那
珂
川
町
役
場（
那
珂
川
町
西に

し
ぐ
ま隈

１
ー
１
ー
１
）

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

内
容　

き
き
水
コ
ー
ナ
ー
、各
種
パ
ネ

ル
展
示
、海
水
淡
水
化
水（
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
）プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

同
企
業
団
企
画
財
政

課

（
５
７
１
）８
４
０
４

（
５
７
４
）４
９
６
０

保
健
・
環
境
フ
ェ
ア

２
０
１
１

　

６
月
５
日
は「
環
境
の
日
」で
す
。

　

簡
単
な
実
験
や
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
、

「
み
ん
な
の
健
康
と
環
境
」に
つ
い
て
楽

し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。

　

参
加
は
無
料
で
、予
約
も
不
要
で
す
。

対
象　

小
学
生
以
上
の
人

日
時　

６
月
５
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

福
岡
県
保
健
環
境
研
究
所（
太

宰
府
市
大
字
向む

か
い
ざ
の

佐
野
39
）

問
い
合
わ
せ
先　

同
研
究
所
企
画
情
報

管
理
課

（
９
２
１
）９
９
４
１

（
９
２
８
）１
２
０
３

ニ
コ
ニ
コ

す
こ
や
か
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　

ル
ー
ル
が
簡
単
で
、大
人
か
ら
子
ど

も
ま
で
一
緒
に
遊
び
感
覚
で
楽
し
め
る

運
動
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

　

地
域
の
活
動
に
生
か
し
た
い
と
考
え

て
い
る
人
や
１
人
で
の
参
加
も
歓
迎
し

ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

６
月
４
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
１
時
予
定

（
受
付
：
９
時
30
分
〜
）

場
所　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
体
育
室

（
大
谷
６
ー
28
）

実
施
種
目

▽
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン（
普
通
よ

り
大
人
数
で
す
る
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

▽
ア
ジ
ャ
タ（
玉
入
れ
）

▽
ド
ッ
ジ
ビ
ー（
柔
ら
か
い
フ
リ
ス

ビ
ー
で
す
る
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
）

▽
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

※　

運
動
が
で
き
る
服
装
で
、必
ず
上

靴
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　

５
月
26
日
㈭
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名
、年
齢
、電
話
番
号
を
伝
え
る

※　

当
日
参
加
も
可
能
で
す
が
、で
き

る
だ
け
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ

い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

ス
ポ
ー
ツ
課

（
５
７
１
）３
２
３
４

（
５
８
５
）１
６
３
４

春
日
市
水
泳
大
会

参
加
者
募
集

　

福
岡
県
民
体
育
大
会
夏
季
大
会（
８

月
21
日
㈰
開
催
予
定
）の
出
場
選
手
選

考
を
兼
ね
た
大
会
で
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。気
軽
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

対
象　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て

い
る
人

日
時　

６
月
19
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
予

定（
受
付
：
午
前
８
時
20
分
〜
）

場
所　

春
日
市
温
水
プ
ー
ル（
大
谷

６
ー
28
）

申
込
方
法　

５
月
31
日
㈫
ま
で
に
、参

加
申
込
書
を
直
接
窓
口
に
提
出

す
る（
フ
ァ
ッ
ク
ス
可
）

※　

開
催
要
項
や
参
加
申
込
書
な
ど

は
、５
月
13
日
㈮
以
降
、同
プ
ー
ル

や
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、西
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー（
那
珂
川
町
中な

か
ば
る原

東ひ
が
し１
ー
４
ー
１
）、北
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー（
昇
町
２
ー
３
）、市
役
所
ロ

ビ
ー
、い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）、ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

（
大
谷
６
ー
24
）に
置
い
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

ス
ポ
ー
ツ
課

（
大
谷
６
ー
28
市
民
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
内
）

（
５
７
１
）３
２
３
４

（
５
８
５
）１
６
３
４

春
日
市
卓
球
協
会

市
民
ふ
れ
あ
い
卓
球
大
会

　

初
心
者
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
大

会
で
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

対
象　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て

い
る
18
歳
以
上
の
人

日
時　

６
月
12
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
３
時（
受
付
：

午
前
９
時
30
分
〜
）

場
所　

西
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
競
技
場

（
那
珂
川
町
中な

か
ば
る
ひ
が
し

原
東
１
ー
４
ー

１
）

申
込
方
法　

６
月
５
日
㈰
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名
、年
齢
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
協
会 

田た
な
か中

（
５
９
１
）８
０
３
９（

兼
用
）
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定
員　

20
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法　

６
月
３
日
㈮
ま
で
に
、市

高
齢
課
窓
口
に
備
え
付
け
の
受

講
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、提
出
す
る

※　

印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

高
齢
課
高
齢

者
支
援
担
当（
市
役
所
１
階
）

（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）３
０
９
０

春
日
大
野
城
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

リ
サ
イ
ク
ル
講
座
・
見
学
会

　

施
設
見
学
と
、空
き
び
ん
を
再
利
用

し
た
容
器
と
廃
食
用
油
を
使
っ
た｢

３

色
の
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り｣

の
講
習
会
を

行
い
ま
す
。

日
時　

６
月
８
日
㈬

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

同
プ
ラ
ザ
２
階
研
修
室

講
師　

山や
ま
だ田
恵え

み美
さ
ん（
㈶
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
セ
ン
タ
ー
）

定
員　

30
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

参
加
費　

３
０
０
円（
材
料
代
）

申
込
方
法　

６
月
６
日
㈪
午
後
５
時
ま

で
に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

住
所
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、電
話

番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
プ
ラ
ザ（
春

日
公
園
６
ー
２
）

（
５
９
６
）７
０
６
６

（
５
９
５
）４
１
４
０

自
立
を
支
援
す
る
た
め
、公
共
職
業
安

定
所（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）と
連
携
し
、就

労
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

支
援
を
希
望
す
る
人
は
、相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

開
設
日
時

▽
月
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
日
曜
日（
祝
日
可
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン
タ
ー

（
原
町
３
ー
１
ー
７
）

（
５
８
４
）３
９
３
１

（
５
８
４
）３
９
２
３

㈶
福
岡
県
市
町
村
振
興
協
会

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
養
成
研
修

　

現
在
、ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
に

従
事
し
て
い
る
人
や
、こ
れ
か
ら
従
事

し
よ
う
と
し
て
い
る
人
を
対
象
と
し
た

養
成
研
修（
土
日
コ
ー
ス
）で
す
。

対
象　

市
内
に
居
住
し
、住
民
登
録
を

し
て
い
る
人

期
間

▽
講
義
・
演
習

６
月
26
日
㈰
〜
12
月
４
日
㈰
の
日
曜

日
お
よ
び
一
部
土
曜
日（
計
21
日
間
）

▽
実
習

12
月
６
日
㈫
〜
平
成
24
年
１
月
20
日

㈮
の
う
ち
平
日（
計
５
日
間
）

場
所　

日
本
赤
十
字
社
福
岡
県
支
部（
福

岡
市
南
区
大お

お
ぐ
す楠
３
ー
１
ー
１
）

受
講
料　

２
万
円

※　

別
途
、健
康
診
断
書
な
ど
の
経
費

と
し
て
１
万
円
程
度
必
要
で
す
。

春
日
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

一
般
男
女
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

　

柔
ら
か
い
ボ
ー
ル
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て

い
る
18
歳
以
上
の
人

日
時　

６
月
９
日
㈭
〜
８
月
４
日
㈭
の

毎
週
木
曜
日（
計
８
回
）

午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分

場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
競
技

場（
大
谷
６
ー
28
）

受
講
料　

２
１
０
０
円（
ス
ポ
ー
ツ
安

全
保
険
料
含
む
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
協
会
林

は
や
し

（
５
８
２
）２
１
５
９（

兼
用
）

認
知
症
に
強
い
脳
を
つ
く
る
教
室

参
加
者
募
集

　
「
脳
を
使
う
生
活
」と「
健
康
な
体
」を

心
掛
け
て
、認
知
症
を
予
防
す
る
た
め

の
教
室
で
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

対
象　

市
内
に
居
住
す
る
65
歳
以
上
の

人

期
日
・
内
容

▽
６
月
１
日
㈬

「
脳
の
機
能
を
鍛
え
る
法
」

▽
６
月
８
日
㈬

「
脳
の
血
流
を
増
加
さ
せ
る
た
め
の

お
口
の
機
能
向
上
」

▽
６
月
15
日
㈬

「
脳
の
血
流
を
増
加
さ
せ
る
運
動
」

▽
６
月
22
日
㈬

「
認
知
症
予
防
に
効
果
の
あ
る
食
事
」

▽
６
月
29
日
㈬

「
脳
の
機
能
を
維
持
す
る
方
法
」

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

定
員　

40
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

５
月
16
日
㈪
〜
25
日
㈬

に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
を

伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

（
５
０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

栄
養
相
談

　

生
活
習
慣
病
が
気
に
な
る
人
や
、メ

タ
ボ
解
消
・
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
栄

養
相
談
に
管
理
栄
養
士
が
無
料
で
応
じ

ま
す
。

日
時　

５
月
24
日
㈫
、６
月
７
日
㈫

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分
の

う
ち
１
時
間
程
度

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

※　

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。都
合

の
合
わ
な
い
人
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

（
５
０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１

春
日
市
献
血
推
進
協
議
会

４
０
０
㎖
献
血
に
ご
協
力
を

　

治
療
に
必
要
な
血
液
は
、す
べ
て
献

血
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
が
、血
液
は
長

期
間
に
わ
た
っ
て
保
存
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。献
血
事
業
へ
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、献
血
の
採
血
基
準
に
つ
い
て
、

一
部
改
正
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

期
日
・
場
所

▽
６
月
６
日
㈪

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
１
階
ロ
ビ
ー（
昇

町
１
ー
１
２
０
）

▽
６
月
９
日
㈭

春
日
西
小
学
校
体
育
館（
下
白
水
南

４
ー
１
３
４
）

時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30

分
、午
後
１
時
30
分
〜
４
時

問
い
合
わ
せ
先　

同
協
議
会（
市
福
祉

計
画
課
内
）

（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）３
０
９
０

父
子
家
庭
の
父
も
支
援
し
ま
す

ひ
と
り
家
庭
就
労
支
援
事
業

　

福
岡
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支

援
セ
ン
タ
ー
で
は
、母
子
家
庭
の
母
や

父
子
家
庭
の
父
、寡
婦
の
就
労
に
よ
る
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第
61
回
福
岡
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
総
会

　

同
連
合
会
で
は
、６
月
１
日
の「
人
権

擁
護
委
員
の
日
」を
記
念
し
て
、総
会
と

講
演
会
を
行
い
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
、申
し
込
み
も
不
要

で
す
。託
児（
１
歳
以
上
・
要
予
約
・
人
数

制
限
あ
り
）も
あ
り
ま
す
。

日
時　

５
月
26
日
㈭

　
　
　

午
前
11
時
〜
午
後
０
時
30
分

場
所　

筑
紫
野
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
筑
紫
野
市
二ふ

つ
か
い
ち
み
な
み

日
市
南
１
ー

９
ー
３
）

演
題　
「
児
童
虐
待
か
ら
子
ど
も
を
守

る
に
は
」　

講
師　

市い
ち
か
わ川
光こ
う
た
ろ
う

太
郎
さ
ん（
北
九
州
市

立
八
幡
病
院
院
長
）

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
法
務
局
人
権
擁

護
部

（
８
３
２
）４
３
１
１

（
８
３
２
）４
３
２
３

お
宝
文
化
人

園
芸
講
座

　

春
日
市
の
お
宝
文
化
人
の
池い
け
だ田
滋
し
げ
る

さ
ん
が
企
画
す
る
園
芸
講
座
で
す
。

　

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月
11
日
㈯

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

演
題　
「
７
カ
国
語
で
話
そ
う
」〜「
教

え
る
」「
教
わ
る
」こ
と
を
や
め

た
と
き 

こ
と
ば
が
あ
ふ
れ
で

て
き
た
！
〜

問
い
合
わ
せ
先　

同
ク
ラ
ブ 

安や
す
こ
う
ち

河
内

０
９
０（
８
３
９
９
）２
４
７
０

（
５
０
２
）２
１
４
６

福
岡
県
消
費
生
活
相
談
員

養
成
講
座
受
講
生
募
集

　

県
で
は
、消
費
生
活
相
談
業
務
に
従

事
す
る
相
談
員
の
養
成
講
座
の
受
講
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象　

県
内
に
居
住
し
、消
費
生
活
相

談
員
と
し
て
の
活
動
に
意
欲
の

あ
る
人

※　

こ
の
講
座
終
了
を
も
っ
て
、消
費

生
活
相
談
員
と
し
て
採
用
さ
れ
る
訳

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

期
間　

７
月
〜
平
成
24
年
２
月（
主
に

火
・
木
曜
日
、計
54
日
）

研
修
手
当　

日
額
８
２
６
０
円

※　

別
途
、県
の
旅
費
規
程
に
準
じ
て

旅
費
を
支
給
し
ま
す
。

定
員　

16
人（
原
則
、福
岡
・
北
九
州
・
筑

後
・
筑
豊
の
各
地
域
４
人
ず
つ
）

応
募
方
法　

５
月
30
日
㈪
午
後
５
時

（
必
着
）ま
で
に
、履
歴
書
、応
募

の
動
機
な
ど
を
８
０
０
字
程
度

に
ま
と
め
た
も
の
を
提
出
す
る

（
郵
送
可
）

応
募
先　

㈶
福
岡
県
消
費
者
協
会

（
〒
812
ー
０
０
４
６
福
岡
市
博

多
区
吉よ
し
づ
か
ほ
ん
ま
ち

塚
本
町
13
ー
50
吉
塚
合

同
庁
舎
内
）

学
習
室
１（
大
谷
６
ー
24
）

内
容　

温
室
な
し
で
の
洋
ラ
ン
の
管
理

参
加
費　

１
０
０
０
円（
材
料
費
）

定
員　

15
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法　

５
月
27
日
㈮
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名
を
伝
え
る

問
い
合
わ
せ
先

▽
山や

ま
さ
き﨑

　

（
５
２
４
）１
０
３
１（

兼
用
）

▽
池い

け
だ田（
夜
間
の
み
）

　

（
５
７
３
）９
８
８
５（

兼
用
）

ヒ
ッ
ポ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ

「
７
カ
国
語
で
話
そ
う
。」

　

英
語
を
始
め
と
す
る
い
ろ
い
ろ
な
国

の
言
葉
を
身
に
付
け
な
が
ら
、世
界
の

人
と
の
交
流
を
広
げ
て
い
る
民
間
団
体

「
ヒ
ッ
ポ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ
」の
30
周

年
記
念
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
託
児（
要
予
約
・
１
人

５
０
０
円
）も
あ
り
ま
す
。

日
時
・
場
所

▽
６
月
８
日
㈬
、午
前
10
時
〜
正
午

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原
町
３
ー

１
ー
７
）

▽
６
月
10
日
㈮
、午
後
６
時
30
分
〜
８

時
30
分

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー（
大
谷

６
ー
24
）

▽
６
月
11
日
㈯
、午
後
２
時
〜
４
時

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
総
務
企
画
班

（
６
３
２
）１
６
０
０

（
６
３
２
）０
３
２
２

Ｈホ

ッ

ト

Ｏ
Ｔ 

Ｋキ

ッ

ズ

Ｉ
Ｄ
Ｓ

メ
ン
バ
ー
募
集

　

音
楽
に
合
わ
せ
て
楽
し
く
体
を
動
か

す
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、チ
ア
ダ
ン
ス
、ス
ト

リ
ー
ト
ダ
ン
ス
の
サ
ー
ク
ル
で
す
。

　

常
に
高
い
目
標
を
持
ち
、練
習
に

励
ん
で
い
ま
す
。

対
象　

３
歳（
就
園
児
）以
上
の
児
童

日
時　

毎
週
木
曜
日

▽
下
級
生
ク
ラ
ス　

午
後
５
時
〜
６
時

▽
上
級
生
ク
ラ
ス　

午
後
６
時
〜
７
時

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
多
目
的
ホ
ー

ル（
昇
町
１
ー
１
２
０
）

会
費　

月
額
２
０
０
０
円

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

丹た
ん
げ下

（
５
９
６
）７
２
７
４（

兼
用
）

春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ぶ
ど
う
の
庭
」か
ら
の
お
知
ら
せ

○
西
堀
パ
ン
広
場

手
軽
に
楽
し
く
パ
ン
と
ス
イ
ー
ツ

を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

日
時　

６
月
６
日
㈪

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時

内
容　

い
ち
ご
パ
ン
、キ
ッ
シ
ュ
、大

納
言
あ
ず
き
ケ
ー
キ

参
加
費　

１
５
０
０
円

定
員　

12
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
物　

エ
プ
ロ
ン
、三
角

巾
、筆
記
用
具
、上
履
き

申
込
期
限　

６
月
２
日
㈭

託
児　

５
カ
月
〜
未
就
学
児（
１
人

当
た
り
１
０
０
０
円
）

託
児
申
込
期
限　

５
月
30
日
㈪

○
ぶ
ど
う
の
庭
も
の
作
り
体
験
王
国

　

毎
月
１
回
、誰
で
も
で
き
る“
も
の

作
り
”に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

６
月
11
日
㈯

午
前
10
時
〜
正
午

※　

小
学
校
３
年
生
以
下
の
子
ど
も

は
、保
護
者
同
伴
で
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

内
容　

紙
と
ん
ぼ
作
り

参
加
費　

１
０
０
円

定
員　

15
人（
申
込
先
着
順
）

場
所
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン

タ
ー「
ぶ
ど
う
の
庭
」（
須
玖
北

５
ー
１
５
５
）

（
５
８
９
）３
３
８
８

（
５
８
９
）３
３
９
９

m
achicen@

bb.csf.ne.jp
http://w

w
w

2
.csf.ne.jp/~m

a
chicen/
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情報ひろば

○生活は豊かになったけれど…
今では私たちの生活に欠かすことができない自動車や
冷暖房機器などの電化製品。しかし、これらに囲まれた生
活はエネルギーを大量に消費し、CO2（二酸化炭素）を排
出することにより、結果として地球温暖化という大きな
課題をもたらしました。
このままでは、いつか地球に住めなくなる日が訪れる
かもしれません。地球の環境を守るため、ひいては私たち
自身の生活を守るため、正しい知識を持ち、できることか
ら行動を始めましょう。

○エコライフを始めよう!
私たちができることの一つにエコライフ（環境にやさ
しい暮らし方）があります。エコライフの第一歩は、どれ
くらいCO2を排出しているのかを知ることです。
「環境家計簿（ふくおかエコライフ応援book）」を使う
と、簡単にCO2排出量を把握することができます。また、
電気やガソリンなどの節約術の紹介や、取り組みが良好
な世帯を表彰するなど継続しやすい工夫を凝らしていま
す。この機会に始めてみませんか。

問い合わせ先　環境課　 （584）1111　 （584）1147

▷環境家計簿は市環境課窓口
で配布しています（要登録）。
また、「ふくおかエコライフ応
援サイト（ http://www.eco
fukuoka.jp）」に登録すると、サ
イト内で同じ内容を利用するこ
とができます。

平
成
23
年
度
福
岡
県
海
外
戦
没
者

慰
霊
巡
拝
団
員
募
集

　

㈶
福
岡
県
遺
族
連
合
会
は
、先
の
大

戦
に
お
け
る
海
外
で
の
福
岡
県
出
身
の

戦
没
者
を
追
悼
し
、平
和
を
祈
念
す
る

た
め
、慰
霊
巡
拝
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

期
間　

７
月
25
日
㈪
〜
31
日
㈰（
７
日
間
）

巡
拝
地　

中
国（
大
連
、ハ
ル
ビ
ン
）、ロ

シ
ア（
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
）な
ど

申
込
期
限　

５
月
31
日
㈫

※　

参
加
資
格
や
参
加
費
用
な
ど
、詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
連
合
会

（
７
６
１
）０
０
１
２

（
７
８
１
）２
０
５
６

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
子
育
て
支
援
活
動

助
成
・
委
託
団
体
募
集

　

公
益
財
団
法
人
福
岡
県
地
域
福
祉
財

団
で
は
、県
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
子

育
て
支
援
活
動
を
行
う
民
間
非
営
利
団

体
を
対
象
に
、助
成
事
業「
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
支
援
促
進
事
業
」、並
び
に

委
託
事
業「
地
域
福
祉
セ
ミ
ナ
ー
」「
子

育
て
セ
ミ
ナ
ー
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

助
成
な
ど
を
希
望
す
る
人
は
、同
法

人
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
か
、問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限　

５
月
31
日
㈫（
必
着
）

問
い
合
わ
せ
先　

同
法
人
振
興
課

（
５
８
２
）２
３
９
６

（
５
８
２
）２
４
１
５

http://w
w

w
.fp-kikin.or.jp

福
岡
県
女
性
海
外
研
修
事
業

「
女
性
研
修
の
翼
」団
員
募
集

対
象　

県
内
に
居
住
し
、平
成
23
年
４

月
１
日
現
在
、20
歳
以
上
65
歳

以
下
で
、団
体
や
企
業
で
男
女

共
同
参
画
な
ど
に
関
す
る
活
動

を
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
、帰

国
後
も
活
動
を
期
待
で
き
る
人

※　

公
務
員
や
学
生
、過
去
に
同
種
の
派

遣
事
業
に
参
加
し
た
人
は
除
き
ま
す
。

研
修
期
間　

11
月
13
日
㈰
〜
20
日
㈰

（
８
日
間
）

研
修
国　

デ
ン
マ
ー
ク
、ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

定
員　

20
人（
書
類
選
考
と
面
接
選
考

あ
り
）

研
修
費
用　

25
万
円
程
度

申
込
期
限

　６
月
10
日
㈮

申
込
先　

市
人
権
男
女
共
同
参
画
課

（
市
役
所
４
階
）

（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）１
１
５
３

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
男
女
共
同
参

画
推
進
課

（
６
４
３
）３
３
９
１

（
６
４
３
）３
３
９
２

北
小
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ー
ズ

公
式
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
し
ま
せ
ん
か

　

公
式
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
で
全
国
大
会
を

目
指
し
ま
せ
ん
か
。運
動
が
苦
手
な
人

で
も
活
躍
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま

す
。

　

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
が
好
き
な
人
、仲
間

も
た
く
さ
ん
で
き
ま
す
よ
。

対
象　

小
学
１
〜
６
年
生

日
時　

毎
週
土
・
日
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

場
所　

春
日
北
小
学
校
体
育
館（
岡
本

１
ー
35
）

参
加
費　

月
額
１
０
０
０
円

※　

体
験
入
部
は
無
料
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

春
日
北
小
ア
ン
ビ

シ
ャ
ス
広
場 

久く
は
ら原

０
９
０（
４
５
１
１
）５
５
３
５

（
５
９
２
）８
３
７
４

平
成
23
年
度

調
理
師
試
験

試
験
日　

８
月
７
日
㈰

場
所　

西
南
学
院
大
学（
福
岡
市
早
良

区
西に

し
じ
ん新
６
ー
２
ー
92
）

願
書
受
付
期
間　

６
月
６
日
㈪
〜
10
日

㈮

願
書
配
布
・
提
出
先　

筑
紫
保
健
福

祉
環
境
事
務
所（
大
野
城
市

白し
ら
き
ば
る

木
原
３
ー
５
ー
25
）

※　

受
験
資
格
な
ど
、詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

筑
紫
保
健
福
祉
環
境

事
務
所
健
康
増
進
課

（
５
１
３
）５
５
８
３

（
５
１
３
）５
５
９
８

お
詫
び
と
訂
正

　

市
報
３
月
15
日
号
に
折
り
込
ん
で
配

布
し
た「
平
成
23
年
度
ご
み
出
し
カ
レ
ン

ダ
ー
」に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

訂
正
箇
所　

燃
え
な
い
ご
み
の
火
曜
日
の

欄
の
う
ち
、２
月
の
第
１
回
目
の

「
び
ん
」出
し
の
日

誤　
２
月
４
日

正　
２
月
７
日

問
い
合
わ
せ
先　
ご
み
減
量
推
進
課

（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）１
１
４
７
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比
べ
て
心
臓
病
の
発
症
リ
ス
ク
は

35
・
８
倍
と
急
激
に
高
く
な
り
ま

す
。

○
異
常
な
し
で
も
年
に
１
回
は
健

診
を春

日
市
の
特
定
健
診
を
平
成
20

年
度
と
21
年
度
に
継
続
し
て
受
け

て
い
る
人
は
、約
６
割
と
な
っ
て

い
ま
す
。

健
診
の
結
果
、特
に
気
に
な
る

数
値
や
項
目
が
な
く
て
も
、メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
備

軍
に
近
づ
い
て
い
な
い
で
し
ょ
う

か
。前
年
と
比
較
し
て
数
値
が
ど

う
変
化
し
て
い
る
か
を
確
認
す

る
た
め
に
、毎
年
健
診
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

○
が
ん
検
診
で
早
期
発
見
、早
期

治
療が

ん
は
自
覚
症
状
が
な
か
な
か

出
に
く
い
病
気
で
す
。ま
た
、症
状

が
あ
っ
て
も
見
逃
す
こ
と
が
多
い

も
の
で
す
。

が
ん
検
診
は
40
歳
以
上
の
人
で

年
に
１
回
、乳
が
ん
検
診
は
40
歳

以
上
の
人
で
２
年
に
１
回
、子
宮

が
ん
検
診
は
20
歳
以
上
の
人
で
２

年
に
１
回
受
け
る
こ
と
が
望
ま
し

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。自
覚
症
状

が
な
く
て
も
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

○
市
民
健
康
診
査
の
お
知
ら
せ

平
成
23
年
度
の
市
民
健
康
診
査

は
６
月
１
日
か
ら
実
施
し
ま
す
。

案
内
は
５
月
末
頃
に
送
付
す
る
予

定
で
す
。春
日
市
の
国
保
加
入
者

で
、40
歳
以
上
74
歳
以
下
の
人
に

は
、健
診
案
内
に「
特
定
健
診
受
診

券
」を
同
封
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
者
は
、健
康
保
険
加
入
者
で

実
施
年
度
中
に
40
〜
74
歳
に
な
る
人

で
す
。

　

昨
年
の
春
日
市
の
国
民
健
康
保
険

（
国
保
）加
入
者
の
受
診
率
は
約
18
％

と
前
年
に
比
べ
て
少
し
高
く
な
り
ま

し
た
が
、県
内
で
み
る
と
低
い
受
診

率
に
な
っ
て
い
ま
す
。特
定
健
診
は
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
内

臓
脂
肪
型
肥
満
）に
着
目
し
、糖
尿
病

な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
こ

と
が
目
的
で
す
。

○
健
診
か
ら
考
え
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム

内
臓
脂
肪
が
た
ま
る
こ
と
で
高

血
糖
、高
血
圧
、脂
質
異
常
を
招
き

ま
す
。こ
れ
ら
が
重
複
し
て
い
る

場
合
を「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
」と
い
い
ま
す
。一
つ
一
つ

の
症
状
が
軽
く
て
も
、「
肥
満
」「
脂

質
異
常
」「
高
血
糖
」「
高
血
圧
」の

危
険
因
子
を
３
つ
以
上
合
併
し
た

場
合
、ま
っ
た
く
持
た
な
い
人
に

ファミサポかすが
　子育てをしていて大変なことはありませんか。
　ファミリー・サポート・センターかすがでは、会員による相互援助
活動を行っています。
　おねがい会員に登録すると、次のようなときに利用できます。
▷子どもの体調が良くないが、仕事が休めない（病児デイケアへ
の迎え）

▷残業で保育所や放課後児童クラブなどの迎えが間に合わない
▷早朝の仕事の際に、保育所開所時刻までの託児と送り
▷保育所・幼稚園や放課後児童クラブなどが休み
▷自分自身の時間を持ちたい（リフレッシュ・研修・就職活動）

○おねがい会員説明会開催
期日　6月19日㈰　午前10時〜正午
場所　ふれあい文化センター旧館学習室3（大谷6ー24）
持ってくる物　証明写真2枚（縦3cm、横2.5cm）、印鑑（認め

印）、筆記用具
託児　無料（3カ月以上・先着20人・要申込）
託児場所　ふれあい文化センター旧館集会室A
※　説明会場では、子どもの同席はできません。
申込方法　5月16日㈪〜6月
10日㈮に、電話かファッ
クスで住所、氏名、年齢、
電話番号を伝える

特
定
健
診
・
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

問い合わせ先
ファミリー・サポート・センターかすが

（すくすくプラザ内）
（584）7700　 （584）7739

開設：月〜金曜日　午前 8時 30分〜午後 5時　

　あ
な
た
は
特
定
健
診
・
が
ん
検
診
を
受
け
て
い
ま
す
か
。

　健
診
を
受
け
、自
分
の
健
康
状
態
を
把
握
し
、生
活
習
慣
を

見
直
す
き
っ
か
け
に
し
ま
し
ょ
う
。
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江
え

頭
とう

 育
はぐ

未
み

ちゃん（天神山）
平成22年5月21日生

池
いけ

田
だ

 侑
ゆう

哉
や

ちゃん（須玖北）
平成21年5月26日生

繁
しげ

田
た

 大
たい

駕
が

ちゃん（日の出町）
平成22年5月21日生

藤
ふじ

木
き

 愛
あい

美
み

ちゃん（日の出町）
平成22年5月28日生

長
なが

田
た

  玲
りん

ちゃん（上白水）
平成22年5月28日生

5月後期

7
月
生
ま
れ
の

赤
ち
ゃ
ん
募
集

※
３
歳
ま
で

写
真
の
裏
に
赤
ち
ゃ
ん
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
、
住
所
、
電

話
番
号
を
書
い
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
6
月
１
日
㈬（
消
印
有
効
）ま
で

の
到
着
分
の
中
か
ら
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

送
り
先　

市
報
か
す
が「
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
」係
（
〒
816
ー
８
５
０
１

春
日
市
役
所
）　　
　
　
　
　

 　

  

※
写
真
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

市の人口      4/15現在

◎総人口  109,710人

女 　56,281人

男　 53,429人

◎世帯数  44,693世帯

春日市総合情報メール
　防犯・防災情報や子育て情報、健康
情報など 11分野の行政情報を携帯電話
などにメール配信するサービスです。
　下のメールアドレスへ空メールを送
信し、返信メール記載のURLをクリック
して表示される画面で登録してくださ
い。また、下の携帯用バーコードから、
空メールを送信することもできます。
　登録は無料ですが、メ ー ル 受 信 の
ために所要の通信費がかかります。

ksg-c@ansin-anzen.jp
問い合わせ先

地域づくり課 
☎（584）1111
（584）1153

大谷小学校
所在地　大谷4ｰ1
（573）2922　 （573）3422

　創立３３年目を迎える大谷小学校は、昨年度「大谷小学
校PTAの文部科学大臣表彰」「地球・夢・未来～作文コン
クール優秀学校賞受賞」「学校環境緑化モデル事業：藤
棚周辺の整備」など、教育内容や学校環境づくりに地道な
努力を積み重ね、その成果が評価されました。コミュニティ・
スクール４年目として、サンサンと輝き続ける新たな学校づ
くりを推進していきます。
　「学校・家庭・地域の三者が協働し、子どもたちに確かな
学力と人間関係力を育む」ことを共通の目標に、昨年度の

活動をベースに三者が協働して推進していく内容や方法を
確かにしていくことを本年度の重点にしています。昨年度
の取り組みの中から2つの事例を紹介します。
　1つ目は、「谷っ子学習会」（公民館学習）です。子どもた
ちが、夏休みに公民館に集まって学習をする際に、地域の
人や保護者、大学生などが添削指導員として活躍していま
す。また、「秋の遠足」では、地域や保護者の皆さんにも参
加を募り、子どもたちと一緒に遊んだり俳句を詠んだりして
楽しく活動をしています。
　2つ目は、「日本一あいさつが上手な学校をめざそう」とし
て行っている「あいさつ運動」です。年2回のあいさつ運動
を地域の皆さんにも広げようということで、地域の人の推薦
であいさつの上手な児童の表彰も行いました。また、子ども
たちは、通学路で出会った地域の方５人以上にあいさつす
る日を設けて活動しました。
　このような活動を通して、「地域の子は地域で育てる」と
いう意識が生まれてきています。さらに発展していくために、
大谷小学校の子どもたちと一緒に活動してみませんか。ボ
ランティアを希望する場合は、学校まで連絡してください。▲三者協働によるワークショップ

▲学習支援「谷っ子学習会」



　皆さんは占いを信じますか。私は雑誌な
どで特集されていれば一応目を通し、結果
がよければ信じる程度です。ところが先日、
装丁に惹かれて手に取った星占いの本に
すっかりはまってしまいました。
　「この星座のあなたは海より山が好き」と
書いてあれば、そうそうその通り！最近山登
りを始めたのもこの影響！？と思ってみたり、

「料理が好き」と書いてあれば、作る方では
なく食べる方と理解すれば納得！と勝手な
解釈を加えてみたり。当たっていてもいなく
ても、書いてあることに一喜一憂、楽しいも
のです。
　そしてその夜、久しぶりに空を眺めて知っ
ている星座を探してみました。しかしそう簡
単には見つけられません。まあいいか、とい
つもの調子でやめようとしたとき、「諦めが早
いのが短所」と書いてあったことを急に思い
出し、慌てて引き返しました。               Y

比恵尻遺跡から出土
した厭勝銭

　これは比
ひ え じ り

恵尻遺跡（桜ヶ丘5丁目）から出土した銅製品で、銭の形をしていま

すが、まじないのためのお守に用いられました。

　直径6.6cmで、室町時代のものと考えられます。外側の文様は「申
さる

・酉
とり

・戌
いぬ

・亥
い

・

子
ね

・丑
うし

・寅
とら

・卯
う

」の8文字が、内側には「サル・トリ・イヌ・イノシシ・ネズミ・ウシ・ト

ラ」の動物像が確認できることから、十二

支の文字と動物像を対応させていること

が分かります。

　比恵尻遺跡は諸岡川に隣接しているこ

とから、厭
えんしょうせん

勝銭は水に関わるお祭りに利用

されていたと考えられています。　　　　

　　　　　　 　（奴国の丘歴史資料館）
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